
 
 

 
令和元年１０月３日 
鉄 道 局 総 務 課  

 

第１８回「日本鉄道賞」の受賞者が決定しました！ 
 

【日本鉄道大賞】   
○明知鉄道株式会社 

「全国の鉄道をつなぐ「鉄カード」を目指して!!」 
 

【日本鉄道賞表彰選考委員会による特別賞】   
○九州旅客鉄道株式会社 

「門司港駅復原「未来に引き継がれる生きた文化財」」 

  

○東日本旅客鉄道株式会社・気象庁気象研究所 

「世界で初めてのドップラーレーダーを用いた突風に対する列車運転規制 

～突風に対する列車運行の安全性の向上に向けて～」 

 

○旅する芸術祭実行委員会、hakodate+、道南いさりび鉄道株式会社 

「はこだてトリエンナーレ みなみ北海道を旅する芸術祭」 
 

「日本鉄道賞」は、「鉄道の日」創設の趣旨である鉄道に対する国民の理解と関心を深め、国民の

強力な支持を得るとともに、鉄道の一層の発展を期することを目的としており、鉄道に関する優れ

た取組に対して表彰するものです。 

  

【選考の方法】 

日本鉄道賞表彰選考委員会において、各応募書類（計１５件）の評価により、ヒアリング対象案

件（計１１件）をスクリーニング。応募者よりヒアリングを行い、改めて各委員が評価・議論の上、

選考を行い、受賞者が決定されました。選考理由については別紙をご参照下さい。 

  なお、受賞者の表彰式は、１０月１５日（火）の第２６回「鉄道の日」祝賀会（於：京王プラザ

ホテル（新宿））において行う予定です。 

 

【日本鉄道賞表彰選考委員会委員】（50音順 敬称略） 

     猪井 貴志（(有)マシマ･レイルウェイ･ピクチャーズ会長） 

委員長 古関 隆章（東京大学大学院工学系研究科教授） 

     久野 知美（フリーアナウンサー） 

     竹内 健蔵（東京女子大学現代教養学部国際教養学科教授） 

     綱島  均（日本大学生産工学部機械工学科教授） 

     中村 直美（(株)交通新聞社 常務取締役） 

     原   潔（(一社)交通環境整備ネットワーク代表理事） 

     水嶋  智（国土交通省鉄道局長） 

 

 
連絡先：鉄道局総務課 岡村、佐藤、黒柿、江村 

代 表：03-5253-8111（内線：40633、40624） 

直 通：03-5253-8542 FAX：03-5253-1633 



 
 

 

(別紙) 

 

【日本鉄道大賞】 

 

◎明知鉄道株式会社 

「全国の鉄道をつなぐ「鉄カード」を目指して!!」 

 

（選考理由） 

 「ダムカード」や「マンホールカード」などにヒントを得て、鉄道会社の PR ツールと

して「鉄カード」を作成し、全国の鉄道会社を巻き込んだプロジェクトを育てているも

のです。全国の多くの鉄道会社が、デザインは基本的に自由でも大きさなどの規格を統

一したカードを作ってシステム化するというアイデアが地方の小さな鉄道会社から発信

されていることは驚くべきことといえます。また、決して経営体力に余裕があるわけで

はない地方の鉄道会社が、できるだけ少ないコストで最大限の効果を上げるプロジェク

トを作り上げたことは評価に値します。人間が持っているコレクターとしての資質をく

すぐる仕組みも秀逸といえます。さらなる多様なアイデアをこの「鉄カード」に込める

ことより、今後一層地方の鉄道会社が元気になることを期待しつつ、日本鉄道大賞を授

与するものであります。 

 

 

 

 



 
 

 

 

【日本鉄道賞表彰選考委員会による特別賞 

「駅リノベーション」特別賞】 

 

 ◎九州旅客鉄道株式会社 

「門司港駅復原「未来に引き継がれる生きた文化財」」 

 

 

（選考理由） 

 門司港駅は、九州の玄関口にあたる門司駅として1914年（大正3年）に作られま

した。1942年（昭和17年）に関門鉄道トンネルの開通にともない大里駅に門司駅

の名称を譲り現在の駅名となっています。石貼り風の壁を持つ洋風木造モルタル

建築の駅舎内部には貴賓室を有し、その気品のあるたたずまいは、駅乗降客はも

とより地域の人々を魅了してきました。1988年（昭和63年）には、鉄道駅として

初めて国の重要文化財の指定をうけています。 

しかし老朽化が進み大規模な修理と補強工事が必要となり、駅営業を行いつつ

2012年（平成24年）より7年の歳月をかけて創建当時の姿に復原を行いました。我

国近代の駅舎建築としての貴重な文化財を未来に引き継ぐことができる本事業を

高く評価し、ここに「駅リノベーション」特別賞を授与します。 

 

 

 

 



 
 

 

 

【日本鉄道賞表彰選考委員会による特別賞 

          「安全」「正確」「快適」を守るシステム特別賞】 

 

 ◎東日本旅客鉄道株式会社・気象庁気象研究所 

「世界で初めてのドップラーレーダーを用いた突風に対する列車運転規制 

～突風に対する列車運行の安全性の向上に向けて～」 

 

（選考理由） 

 各鉄道会社では、様々な安全施策がとられています。大都会での通勤時間帯に

は分刻みのダイヤで電車が運行され、新幹線はより高速化の時代を迎えます。ま

た、観光として豪華クルージングトレインや車窓を楽しみながら食事ができる観

光列車など、これからもますます新しい旅の企画列車が生まれてくることでしょ

う。「安心して旅ができる」この「安心」を約束してくれる人たちのおかげで、旅

を楽しむことができるのです。線路を守る人や車両を整備・点検する人たちもIT

の進化で、より正確な検査ができるようになりました。 

鉄道における突風対策として、面的に上空の風を観測できるドップラーレーダ

ーを用いて、突風に伴う渦を検知し追跡します。風速33m/s以上の渦が10分後まで

に到着すると予測される突風の移動予測範囲入る線路区間に運転中止を発令し、

列車指令から停止の指示を受けた列車は速やかに停止するという、ピンポイント

で突風から列車を守ることができるのです。ここに「安全」「正確」「快適」を守

るシステムに特別賞を授与します。 

 

 

 

 



 
 

 

 

【日本鉄道賞表彰選考委員会による特別賞 

「旅とアートの融合による地域の未来創造」特別賞】 

 

 ◎旅する芸術祭実行委員会、hakodate+、道南いさりび鉄道株式会社 

「はこだてトリエンナーレ みなみ北海道を旅する芸術祭」 

 

 

（選考理由） 

 函館・みなみ北海道に、ゆかりのある人たちが作る約3年に一度のアートの祭典

として、この地域で暮らすこと・旅することを見つめるというテーマで「はこだ

てトリエンナーレ」が開催されてきました．2019年のトリエンナーレでは，沿線

の作品を巡ることで、美術と触れながら「みなみ北海道」の風景や人との出会い

を創出しました。 

「はこだてトリエンナーレ」は、地域の自然や人、モノにアートという新しい

価値を加えて、地域の未来への発展の可能性を示しました。ここに「旅とアート

の融合による地域の未来創造」特別賞を授与します。 

 

 

 

 


